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軍
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九
月
の
半
ば
に
な
っ
て
満
州
よ
り
、
内
山
少
尉
以
下
三

十
人
の
二
等
兵
が
、
飛
行
場
の
警
備
隊
と
し
て
到
着
す
る
。

伍
長
と
兵
長
が
一
人
ず
つ
い
て
派
遣
隊
と
名
付
け
ら
れ
、

我
が
部
隊
の
兵
力
が
多
く
な
り
、
部
隊
は
賑
や
か
に
な
る
。

一
人
の
兵
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
「
こ
の
兵
た
ち
は
二
月

の
入
隊
で
、
一
カ
月
余
か
か
っ
て
到
着
し
て
、
基
本
教
育

は
満
州
で
終
了
し
た
朝
鮮
の
義
勇
兵
が
二
人
お
り
ま
す
」

と
言
う
。
話
に
は
聞
い
て
い
た
が
兵
員
不
足
は
最
早
そ
こ

ま
で
い
っ
た
の
か
と
、
一
瞬
暗
い
気
持
ち
に
な
る
。
彼
等

は
毎
日
陣
地
構
築
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
。 

 

南
太
平
洋
の
諸
島
の
日
本
軍
も
連
合
軍
の
圧
倒
的
な
戦

力
に
破
れ
、
戦
況
は
祖
国
日
本
に
不
利
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
私
の
い
る
仏
領
印
度
支
那
（
仏
印
）
は
フ
ラ
ン
ス
軍

と
日
本
軍
の
共
同
防
衛
の
協
定
が
成
立
し
て
い
る
の
に
、

仏
軍
は
在
支
米
軍
に
秘
密
裡
に
情
報
を
送
っ
て
い
る
と
の

話
を
聞
き
、
憲
兵
と
情
報
班
が
必
死
に
内
偵
し
て
い
る
。 

 

中
国
を
航
空
基
地
と
す
る
米
軍
の
爆
撃
機
の
来
襲
が
多

く
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
一
日
置
き
の
勤
務
が
毎
日
の
勤
務

に
な
る
。 

 

師
団
司
令
部
よ
り
撃
墜
し
た
米
軍
機
の
機
関
砲
を
改
造

し
た
の
が
届
い
た
。
大
喜
び
で
張
り
き
り
、
皆
で
機
関
砲

の
強
固
な
陣
地
を
作
り
早
速
備
え
付
け
る
。
三
六
〇
度
、

ど
の
方
向
で
も
回
転
し
て
撃
て
る
よ
う
に
練
習
す
る
。
一

二
ミ
リ
の
大
き
い
弾
丸
で
あ
る
。
澤
合
分
隊
長
が
試
射
を

し
て
み
ろ
と
言
う
の
で
一
番
先
に
撃
つ
。「
ド
ド
ド
、
ド
ッ

ト
」
と
辺
り
を
威
圧
す
る
よ
う
な
景
気
の
良
い
音
が
し
た
。

途
端
に
五
～
六
発
で
故
障
だ
。
空
薬
挟
が
砲
の
薬
室
で
焼

き
付
き
取
れ
な
い
。
苦
労
し
て
取
り
除
く
。
軽
機
関
銃
で

は
何
十
発
撃
っ
て
も
こ
ん
な
故
障
は
な
い
の
に
と
思
う
。 

 

今
度
は
中
隊
の
軽
機
関
銃
の
名
手
、
澤
合
分
隊
長
が
撃

つ
。
私
と
同
様
五
、
六
発
で
、
同
じ
故
障
で
あ
る
。 

 
第
六
中
隊
の
土
井
上
等
兵
（
五
年
兵
）
が
皆
で
意
見
を

だ
し
薬
室
に
鉱
油
を
塗
布
し
て
撃
っ
て
み
た
が
前
回
と
同
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じ
で
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
見
て
い
た
小
隊
長
殿
が
お

前
達
三
人
が
撃
っ
て
こ
れ
で
は
、
こ
の
後
誰
が
撃
っ
て
も

同
じ
だ
と
試
射
は
中
止
と
な
る
。 

 

そ
れ
で
機
関
砲
を
担
い
で
椰
子
の
葉
と
竹
で
造
っ
た
宿

舎
に
帰
り
、
分
解
し
て
砲
身
は
も
ち
ろ
ん
、
機
関
砲
の
隅

か
ら
隅
ま
で
手
落
ち
の
な
い
よ
う
に
手
入
れ
を
す
る
。
こ

れ
は
我
々
若
年
兵
の
任
務
だ
。
小
隊
長
が
こ
の
こ
と
を
師

団
司
令
部
に
連
絡
す
る
。
早
速
、
二
日
目
に
係
り
の
将
校

と
専
門
の
兵
が
来
る
。
機
関
砲
を
み
て
将
校
は
小
隊
長
に

「
綺
麗
に
手
入
れ
が
し
て
あ
り
ま
す
ね
」
と
言
う
。
手
入

れ
を
し
た
我
々
は
ほ
っ
と
し
た
。
専
門
の
兵
長
が
分
解
す

る
の
を
み
る
。
な
か
な
か
手
際
が
よ
く
見
て
い
て
も
気
持

ち
が
良
い
。
さ
す
が
専
門
家
だ
、
ど
こ
も
異
常
無
い
で
す

と
言
い
な
が
ら
結
合
す
る
。 

 

一
休
み
し
て
陣
地
に
行
き
砲
を
据
付
け
、
こ
の
兵
長
が

試
射
を
す
る
。
故
障
が
な
け
れ
ば
良
い
が
と
思
い
な
が
ら

見
る
、
五
～
六
発
で
故
障
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
だ
。
念
の

た
め
と
兵
技
少
尉
殿
が
撃
っ
た
が
、
同
じ
だ
っ
た
。
少
尉

が
「
砲
は
一
旦
師
団
に
持
ち
帰
り
ま
す
」
と
言
っ
て
そ
の

ま
ま
砲
を
古
い
毛
布
に
包
ん
で
司
令
部
に
帰
ら
れ
た
、
戦

力
が
増
え
た
と
喜
ん
だ
の
も
束
の
間
、
ぬ
か
喜
び
に
終
わ

る
。 

 

九
月
の
末
に
、
小
隊
長
が
中
隊
に
所
用
で
戻
り
、
十
月

の
初
め
に
帰
隊
し
て
私
に
得
難
い
精
勤
章
を
持
っ
て
き
て

下
さ
る
。
小
隊
長
の
許
に
挨
拶
に
行
く
「
陸
軍
一
等
兵
、

柳
沢
勝
義
は
昭
和
十
九
年
十
月
一
日
精
勤
章
を
付
与
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
申
告
い
た
し
ま
す
」
と
。「
お
め

で
と
う
。
今
度
は
お
前
を
必
ず
上
等
兵
に
進
級
さ
せ
る
心

算
で
行
っ
た
が
、
二
年
兵
に
上
等
兵
の
枠
が
無
く
残
念
だ

っ
た
。
中
山
と
青
柳
の
二
人
が
兵
長
に
進
級
し
た
。
わ
ず

か
一
本
の
精
勤
章
は
持
っ
て
き
た
」
と
話
し
て
く
だ
さ
る
。

澤
合
班
長
殿
以
下
隊
員
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
。 

 

十
月
半
ば
に
師
団
長
閣
下
が
飛
行
場
に
視
察
に
来
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
各
小
隊
は
準
備
に

て
ん転
て手
こ古
ま舞

い
だ
。
ま

た
閣
下
が
お
見
え
に
な
る
と
は
風
雲
い
よ
い
よ
急
を
告
げ

る
情
勢
か
と
緊
張
す
る
。
普
段
は
入
り
口
に
歩
哨
も
い
な

い
。
砲
兵
、
派
遣
隊
、
歩
兵
隊
、
輜
重
隊
の
四
者
で
協
議

の
結
果
、
歩
兵
の
私
が
歩
哨
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
身
振
る
い
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が
し
た
。
閣
下
は
と
も
か
く
、
幕
僚
が
う
る
さ
い
。
参
謀

長
、
各
参
謀
、
高
級
副
官
と
い
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
偉

い
人
ば
か
り
だ
。
ひ
と
つ
間
違
え
ば
私
は
と
も
か
く
、
南

隊
全
部
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。 

大
き

な
鏡
に
姿
勢
を
写
し
、
幾
度
も
捧
げ
銃
の
練
習
を
す
る
。

今
度
は
鏡
を
見
ず
に
や
る
、
目
を
閉
じ
て
や
っ
て
み
る
。

戦
友
に
縦
、
横
か
ら
見
て
も
ら
う
。
「
綺
麗
な
捧
げ
銃
だ
、

余
り
気
を
つ
か
は
ず
い
つ
も
の
度
胸
で
行
け
」
と
励
ま
し

て
く
れ
る
。
師
団
長
閣
下
の
到
着
は
九
時
。
支
度
を
整
え

て
八
時
三
十
分
よ
り
立
哨
す
る
。 

 

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
ま
な
板
の
鯉
だ
。
戦
友
の
言
葉
通

り
度
胸
だ
、
や
る
べ
き
こ
と
は
皆
や
っ
た
。
九
時
に
通
告

通
り
正
確
に
先
導
車
が
徐
行
し
て
通
過
、
後
方
を
指
で
知

ら
せ
て
く
れ
る
。
一
分
ぐ
ら
い
過
ぎ
て
黄
色
の
旗
を
立
て

た
閣
下
の
車
が
徐
行
し
て
来
る
。
基
本
通
り
八
歩
前
で
節

度
を
つ
け
て
「
ぱ
し
っ
」
と
音
を
立
て
「
捧
げ
銃
」
を
す

る
。
私
の
前
に
ぴ
た
り
と
止
ま
る
。
大
き
な
声
で
異
常
の

な
い
こ
と
を
報
告
す
る
。 

 

閣
下
は
答
礼
し
な
が
ら
「
ご
苦
労
」
と
言
い
、
車
は
発

車
す
る
。
三
台
目
の
車
は
赤
い
旗
を
立
て
、
徐
行
し
て
入

っ
て
来
た
。
高
級
参
謀
だ
。
同
じ
よ
う
に
捧
げ
銃
を
す
る
。

参
謀
た
ち
は
答
礼
を
し
て
営
内
に
入
っ
て
行
く
。
表
門
の

歩
哨
の
姿
勢
と
動
作
態
度
を
見
れ
ば
そ
の
隊
の
行
動
が
分

か
る
と
の
こ
と
だ
が
、
私
の
歩
哨
で
は
当
て
に
も
な
ら
な

い
。
師
団
長
閣
下
が
お
帰
り
な
る
ま
で
基
本
ど
う
り
の
立

哨
を
す
る
。 

 

流
れ
出
る
汗
も
拭
か
ず
に
三
時
間
、
緊
張
し
て
い
る
の

で
時
間
の
過
ぎ
る
の
が
わ
か
ら
な
い
。
視
察
が
終
わ
り
先

導
車
が
出
て
き
た
。
ま
た
「
捧
げ
銃
」
で
見
送
る
。 

 

連
隊
の
表
門
の
歩
哨
は
三
交
代
で
、
一
時
間
勤
務
で
は
、

こ
れ
ほ
ど
の
緊
張
は
な
か
っ
た
。
澤
合
班
長
殿
が
「
柳
沢
、

長
い
間
ご
苦
労
だ
っ
た
。
も
う
良
い
か
ら
休
め
」
と
呼
び

に
来
る
。
小
隊
の
隊
員
は
対
空
監
視
に
出
て
留
守
、
田
中

衛
生
兵
が
飲
み
加
減
の
お
茶
を
入
れ
て
く
れ
た
。
昼
の
休

憩
時
に
小
隊
長
に
、
呼
ば
れ
隊
長
室
に
行
く
。「
柳
沢
、
今

日
は
大
変
ご
苦
労
だ
っ
た
。
閣
下
の
副
官
殿
が
俵
隊
長
殿

に
、
こ
こ
の
歩
哨
は
誠
に
元
気
が
よ
く
、
動
作
も
は
き
は

き
し
節
度
が
あ
り
、
言
語
も
明
瞭
、
服
務
態
度
も
良
く
、
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実
に
気
持
ち
が
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
お
ら
れ
た
と
満
足

そ
う
に
伝
え
て
下
さ
る
。
こ
れ
で
心
配
が
い
っ
ぺ
ん
に
す

っ
飛
ん
だ
。 

 

午
後
は
ゆ
っ
く
り
休
め
と
言
わ
れ
た
が
「
歩
哨
は
午
前

中
の
勤
務
で
、
午
後
は
監
視
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
」
と
言

う
と
、
班
長
殿
も
そ
う
か
と
快
諾
し
て
く
れ
た
。 

 

四
～
五
日
し
た
ら
、
隣
の
派
遣
隊
の
二
等
兵
が
、
九
月

一
日
付
で
一
等
兵
に
進
級
し
、
急
に
兵
隊
ら
し
く
な
る
。

派
遣
隊
も
と
き
ど
き
銃
剣
術
の
稽
古
を
し
て
い
る
が
、
同

年
兵
ば
か
り
で

ど
ん
ぐ
り

団
栗
の
背
比
べ
だ
。
班
付
き
の
兵
長
が
一

人
で
気
合
を
か
け
て
い
る
が
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
。
四

カ
月
下
の
補
充
兵
と
は
格
段
の
差
だ
。
中
に
一
人
だ
け
目

に
付
く
の
が
い
る
。
折
を
み
て
呼
ん
で
み
る
。
栃
木
県
出

身
で
籾
山
唯
明
、
剣
道
初
段
と
の
こ
と
。
対
空
監
視
が
終

了
し
て
剣
術
の
稽
古
を
す
る
。 

 

十
一
月
初
旬
、
望
楼
で
敵
機
の
監
視
を
す
る
。
空
襲
警

報
が
発
令
す
る
と
タ
ン
ホ
ア
の
街
の
サ
イ
レ
ン
が
一
斉
に

鳴
り
、
状
況
を
見
て
望
楼
に
吊
る
し
て
あ
る
警
鐘
を
乱
打

す
る
。
作
業
を
し
て
い
る
現
地
人
は
山
砲
兵
の
指
揮
で
退

避
し
、
我
々
は
陣
地
で
敵
機
を
待
つ
。
爆
音
も
ま
だ
聞
こ

え
な
い
。
双
眼
鏡
で
良
く
見
て
も
判
然
と
し
な
い
。
友
軍

の
飛
行
機
な
ら
今
頃
は
来
な
い
と
判
断
し
、
警
鐘
を
乱
打

し
な
が
ら
待
機
の
小
隊
長
と
分
隊
長
に
「
西
北
の
上
空
、

敵
機
我
に
向
か
っ
て
飛
来
」
と
急
報
す
る
。 

 

小
隊
長
も
望
楼
に
駆
け
登
り
私
の
指
差
す
方
向
を
双
眼

鏡
で
見
る
。
下
に
い
る
分
隊
長
に
位
置
に
着
け
と
命
令
す

る
。
微
か
に
爆
音
が
聞
こ
え
る
が
い
つ
も
の
音
と
違
う
。

双
眼
鏡
に
は
っ
き
り
と
Ｂ
25
と
わ
か
る
。
敵
三
機
は
目
前

に
迫
っ
て
き
た
。 

 

よ
う
や
く
退
避
が
完
了
、
ほ
っ
と
す
る
間
も
な
く
望
楼

を
駆
け
降
り
、
軽
機
関
銃
の
陣
地
に
飛
び
込
む
。
私
も
三

十
発
の
実
弾
を
素
早
く
軽
機
関
銃
に
装
填
し
て
待
機
す
る
。

三
機
の
敵
機
は
横
一
線
に
並
び
、
高
度
三
、
四
十
メ
ー
ト

ル
で
飛
行
場
の
滑
走
路
上
を
、
一
二
ミ
リ
の
機
関
砲
で
地

上
を
掃
射
し
な
が
ら
来
襲
す
る
。
私
も
敵
機
の
斜
め
横
か

ら
三
発
と
五
発
の
転
射
、
三
十
発
は
瞬
く
間
に
射
ち
終
わ

り
二
回
目
を
装
填
す
る
。
私
は
頭
上
を
通
り
越
す
敵
機
を

後
か
ら
撃
つ
。
敵
機
の
曳
光
弾
が
赤
い
火
を
噴
き
飛
来
す
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る
の
が
わ
か
る
。
大
地
を
圧
す
る
よ
う
な
音
に
、
我
々
の

撃
っ
て
い
る
軽
機
関
銃
の
音
は
か
き
消
さ
れ
て
仕
舞
う
。 

敵
機
の
反
転
を
予
測
し
て
五
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
陣
地
に

軽
機
関
銃
を
据
え
付
け
る
。
予
想
通
り
敵
機
は
反
転
し
攻

撃
し
て
く
る
。
曳
光
弾
が
線
香
花
火
の
よ
う
に
見
え
る
。

敵
機
は
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
去
っ
て
行
く
。
愛
用
の
軽
機

は
故
障
も
お
こ
さ
ず
意
の
ま
ま
に
射
撃
が
で
き
た
。 

 

対
空
戦
は
ビ
ン
エ
ン
の
中
隊
に
い
た
時
二
回
、
今
日
で

三
回
目
、
大
分
迎
撃
戦
が
身
に
付
い
て
く
る
。
戦
闘
中
は

長
い
よ
う
で
あ
る
が
、
過
ぎ
て
見
れ
ば
ア
ッ
ト
い
う
間
だ

っ
た
。
澤
合
分
隊
長
と
二
人
で
先
に
撃
っ
た
陣
地
に
行
っ

て
み
る
と
、
一
二
ミ
リ
機
関
砲
の
弾
が
四
発
、
壕
の
内
壁

に
五
十
セ
ン
チ
も
食
い
込
ん
で
い
た
。 

 

澤
合
分
隊
長
殿
が
「
柳
沢
、
あ
の
ま
ま
こ
こ
に
お
れ
ば
、

体
は
蜂
の
巣
の
様
に
な
っ
て
い
た
な
あ
…
、
と
っ
さ
の
判

断
で
よ
く
移
動
し
て
く
れ
た
。
お
前
を
殺
さ
ず
に
す
ん
だ
。

そ
れ
に
敵
機
を
恐
れ
ず
間
断
な
く
撃
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ

に
し
て
も
お
前
は
運
が
良
い
な
。
敵
弾
も
お
前
の
体
は
よ

く
よ
く
嫌
い
と
み
え
る
」
と
冗
談
を
言
い
な
が
ら
昼
食
に

宿
舎
に
戻
る
。 

 

警
報
も
解
除
に
な
り
。
退
避
し
た
作
業
員
も
戻
り
、
午

後
は
ま
た
平
常
の
作
業
開
始
、
我
々
も
何
時
も
の
勤
務
に

就
く
。
今
日
の
体
験
を
元
に
し
て
新
し
い
予
備
の
軽
機
の

壕
を
幾
つ
も
構
築
し
て
、
芝
を
植
え
偽
装
し
て
上
空
か
ら

見
え
難
い
よ
う
に
す
る
。
い
つ
の
戦
闘
も
同
じ
で
、
生
と

死
は
紙
一
重
だ
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
二
月
の
勤
務
交
代
ま
で
、
敵
機

は
幾
度
か
飛
来
し
た
が
、
飛
行
場
を
避
け
て
襲
撃
し
て
は

来
な
か
っ
た
。
我
々
の
反
撃
が
効
を
奏
し
た
の
か
。
ど
う

か
は
不
明
だ
が
、
丹
精
込
め
て
構
築
し
た
新
し
い
陣
地
で

敵
機
を
撃
っ
て
見
た
か
っ
た
が
、
そ
の
機
会
は
な
く
、
残

念
の
よ
う
な
ホ
ッ
ト
し
た
よ
う
な
複
雑
な
気
持
だ
っ
た
。 

 

四
～
五
日
過
ぎ
、
起
床
し
て
ま
も
な
く
、
入
口
前
の
広

場
が
車
の
騒
音
で
賑
や
か
に
な
っ
た
。
輜
重
隊
の
作
業
に

は
ま
だ
早
過
ぎ
る
、
何
だ
ろ
う
と
外
へ
出
て
見
る
と
、
同

年
兵
の
山
越
君
だ
っ
た
。
駆
け
寄
る
と
彼
は
憲
兵
の
試
験

に
合
格
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
教
育
隊
に
行
く
途
中
、

十
五
分
間
の
小
休
止
で
、
私
に
一
目
逢
っ
て
行
き
た
い
と
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訪
ね
て
き
た
と
い
う
。
彼
に
は
随
分
世
話
に
な
っ
た
、
銃

剣
術
は
と
う
と
う
勝
て
ず
に
終
わ
っ
た
が
思
い
出
は
多
い
。

「
先
は
長
い
、
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
」
と
車
ま
で
送
る
。 

 

仏
印
の
十
一
月
は
乾
季
で
、
雲
一
つ
な
い
良
い
日
和
が

続
く
。
在
支
米
軍
の
空
襲
に
は
最
適
の
毎
日
だ
。
四
発
の

大
型
の
コ
ン
ソ
リ
デ
ィ
テ
ッ
ト
Ｂ
24
爆
撃
機
が
三
日
に

あ
げ
ず
我
が
物
顔
で
八
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
空
を
悠
々

と
飛
行
し
て
行
く
。
友
軍
の
飛
行
機
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の

か
、
さ
っ
ぱ
り
姿
を
見
せ
な
い
。
仏
軍
も
飛
行
機
は
無
い

の
か
見
た
こ
と
も
無
い
。
制
空
権
は
在
支
米
軍
に
あ
る
よ

う
な
気
が
す
る
。
滑
走
路
は
九
分
ど
う
り
出
来
、
戦
闘
機

な
ら
な
ん
と
か
離
着
陸
出
来
る
と
思
う
の
に
。
監
視
は
万

全
、
対
空
戦
も
余
裕
が
あ
る
。
敵
機
を
見
な
が
ら
の
ん
び

り
と
毎
日
を
送
る
。 

 

昭
和
十
九
年
十
二
月
一
日
、
澤
合
分
隊
長
殿
が
軍
曹
に

進
級
さ
れ
る
。
十
二
月
の
半
ば
に
南
隊
の
銃
剣
術
大
会
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
対
空
勤
務
が
終
わ
つ
た
夕
方
よ
り
全

員
で
稽
古
に
励
む
。
九
人
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
立

会
い
汗
を
流
す
。
タ
ン
ホ
ア
に
来
て
か
ら
も
他
の
戦
友
よ

り
稽
古
は
多
く
や
っ
て
い
る
心
算
だ
。
息
も
切
れ
な
い
。

幸
い
マ
ラ
リ
ア
も
再
発
せ
ず
に
体
の
調
子
も
良
い
。
こ
れ

な
ら
い
け
る
と
次
第
に
自
信
が
つ
い
て
く
る
。 

 

四
カ
月
下
の
補
充
兵
二
人
、
同
年
兵
一
人
、
三
年
兵
一

人
、
四
年
上
の
五
年
兵
四
人
の
八
人
が
対
戦
の
相
手
で
、

第
一
試
合
に
三
年
兵
と
や
る
こ
と
に
な
る
。
審
判
官
は
澤

合
軍
曹
殿
。 

「
勝
負
一
本
、
始
め
」
の
合
図
で
相
手
の
木
銃
を
軽
く
右

に
払
う
と
同
時
に
、
鋭
い
気
合
と
共
に
突
き
出
し
た
木
銃

は
相
手
の
左
胸
部
を
刺
突
し
た
。
審
判
の
右
手
が
私
の
方

に
上
が
り
勝
負
あ
り
、
そ
れ
ま
で
攻
勢
の
上
胴
と
五
秒
で

勝
負
が
つ
い
た
。
二
試
合
目
は
相
手
が
補
充
兵
で
あ
っ
さ

り
と
勝
て
た
。 

 

三
試
合
目
は
二
分
隊
の
五
年
兵
殿
と
の
試
合
だ
。
あ
ま

り
手
合
わ
せ
を
し
た
こ
と
の
な
い
、
木
銃
を
構
え
た
ま
ま

機
を
見
る
。
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
突
い
て
き
た
の
を
、
軽

く
避
け
る
と
同
時
に
ヤ
ア
ッ
と
鋭
い
気
合
と
共
に
突
き
出

し
た
。
木
銃
は
狙
い
違
わ
ず
相
手
の
左
胸
部
を
刺
突
し
た
。

審
判
官
の
右
手
が
私
の
方
に
上
が
る
。
こ
れ
で
勢
い
に
乗
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っ
て
同
年
兵
、
補
充
兵
、
五
年
兵
と
次
々
に
打
ち
破
り
七

勝
し
た
。 

 
残
る
一
人
は
同
分
隊
の
五
年
兵
殿
の
み
、
中
隊
の
大
会

と
違
い
最
古
参
兵
を
皆
破
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
古
兵
の

面
目
が
有
る
、
最
後
の
試
合
は
も
の
の
見
事
に
負
け
た
。

七
勝
一
敗
で
古
参
兵
殿
の
お
情
け
で
優
勝
さ
せ
て
貰
っ
た
。

午
前
の
大
会
は
無
事
に
終
了
す
る
。 

 

【
解 

 

説
】 

 

体
験
記
筆
者
は
昭
和
十
八
年
四
月
、
松
本
第
百
五
十
連

隊
に
入
隊
、
す
ぐ
歩
兵
第
六
十
二
連
隊
「
討
四
二
三
四
部

隊
」
の
仏
印
派
遣
要
員
と
し
て
台
湾
を
経
て
、
昭
和
十
八

年
七
月
二
十
四
日
に
、
仏
印
の
サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
す
る
。 

 

そ
し
て
昭
和
十
八
年
に
第
十
九
軍
の
戦
闘
序
列
が
発
令

さ
れ
、
同
時
に
仏
領
印
度
支
那
軍
が
編
成
さ
れ
た
。 

 

当
時
の
軍
司
令
部
は
サ
イ
ゴ
ン
に
置
か
れ
、
仏
印
駐
屯

の
部
隊
を
指
揮
す
る
と
共
に
、
印
度
支
那
当
局
と
仏
印
防

衛
に
関
し
て
協
力
す
る
体
制
を
整
え
て
い
た
。 

 

仏
印
に
進
駐
し
て
い
た
第
二
十
一
師
団
は
、
最
終
的
に

第
三
十
八
軍
（
信
兵
団
）
と
し
て
第
二
師
団
、
第
五
十
五

師
団
、
第
三
十
七
師
団
、
独
立
混
成
第
三
十
四
旅
団
と
戦

闘
序
列
に
あ
り
、
体
験
記
筆
者
は
、
第
二
十
一
師
団
の
歩

兵
第
六
十
二
連
隊
に
所
属
し
て
比
島
に
転
戦
、
歩
兵
第
八

十
二
及
び
第
八
十
三
連
隊
は
仏
印
に
展
開
し
た
。
そ
の
後
、

比
島
に
転
戦
し
て
い
た
歩
兵
第
六
十
二
連
隊
は
仏
印
に
戻

り
、
第
二
十
一
師
団
全
部
が
仏
印
に
集
結
を
完
了
し
た
の

は
昭
和
十
七
年
の
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

ま
た
陸
海
軍
統
一
指
揮
の
下
で
仏
印
の
防
衛
に
当
た
る

た
め
、
タ
イ
、
仏
印
の
海
軍
部
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
地

陸
軍
軍
司
令
官
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。 

 

そ
し
て
体
験
記
筆
者
は
、
比
島
帰
り
の
生
残
り
の
猛
者

で
あ
る
古
兵
、
先
輩
か
ら
教
育
を
受
け
、
ま
た
内
務
班
で

も
厳
し
い
基
本
教
育
を
受
け
た
こ
と
を
体
験
と
し
て
記
し

て
い
る
。 

 

そ
の
中
に
お
い
て
、
筆
者
は
銃
剣
術
に
秀
で
る
特
技
が

あ
り
、
本
篇
で
も
南
隊
の
銃
剣
術
大
会
な
ど
に
出
場
し
た

思
い
出
を
記
録
し
て
い
る
。 


